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「
妻
と
次
女
が
一
泊
旅
行
に
出
か
け
ま

し
た
。
今
夜
は
ド
ク
身
だ
ー
ー
。」
と
の

私
の
書
き
込
み
に
、「
い
い
ね
！
」と
反
応

し
た
人
が
、
な
ん
と
26
名
。
私
の
書
き
込

み
に
対
す
る
最
多
数
の
反
応
で
し
た
。
私

が
悪
さ
を
し
に
街
に
繰
り
出
す
だ
ろ
う
と

ニ
ヤ
リ
と
し
た
の
か
、
妻
と
次
女
が
旅
行

に
行
く
の
を
微
笑
ま
し
い
と
思
っ
た
の
か
、

彼
等
は
、
ど
ん
な
理
由
で
「
い
い
ね
！
」
と

反
応
し
た
の
か
、
悩
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・

Ｆ
Ｂ
の
呼
び
か
け
で
自
然
発
生
的
に
多
数

の
人
が
集
ま
り
、
大
き
な
デ
モ
に
な
っ
た

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
60
歳
を

迎
え
た
と
き
に
、
友
人
の
女
医
さ
ん
が
Ｆ

Ｂ
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
、
先
の
デ
モ
の

こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｆ
Ｂ
を
始
め
て
２
年
余

が
過
ぎ
ま
し
た
。
若
い
人
が
多
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
の
年

齢
の
人
も
Ｆ
Ｂ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
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の
依
頼
者
は
満
78
歳
で
す
が
、Ｆ
Ｂ
で「
妻

と
草
津
温
泉
に
行
っ
た
よ
」
等
と
報
告
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
直
ぐ
に
「
い
い

ね
！
」
で
す
。
も
っ
と
も
、
彼
と
Ｆ
Ｂ
繋

が
り
し
て
い
る
の
は
、
娘
や
孫
娘
達
が
中

心
で
、
私
と
事
務
所
の
担
当
弁
護
士
を
含

め
て
も
、
彼
の
友
達
は
15
人
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
孫
娘
に
Ｆ
Ｂ
で
近
況
報

告
を
出
来
る
と
は
、
素
敵
だ
と
は
思
い
ま

せ
ん
か
？

　

現
在
進
行
形
の
依
頼
者
は
、
妻
子
と
は

別
居
中
で
す
が
、
長
女
と
は
Ｆ
Ｂ
繋
が
り

な
の
で
、
精
神
的
交
流
を
す
る
と
と
も
に

彼
女
の
近
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
、
別
居
し
て
い
る
妻
は
夫
を
毛
嫌
い

す
る
の
で
、
母
親
と
同
居
し
て
い
る
娘
は

母
親
の
前
で
父
親
の
こ
と
は
話
せ
ま
せ

ん
。
で
も
娘
が
Ｆ
Ｂ
に
近
況
報
告
を
載
せ

る
と
、
父
親
は
自
然
な
形
で
娘
の
動
向
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

Ｆ
Ｂ
繋
が
り
で
近
況
報
告

　

私
の
Ｆ
Ｂ
の
使
い
方
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

立
ち
上
げ
た
と
き
に
チ
ョ
コ
ッ
と
Ｆ
Ｂ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
、
友
人
の
近
況
報
告
を

見
る
と
い
う
、
一
般
的
な（
？
）
も
の
で

す
。
友
人
の
近
況
報
告
を
見
る
の
は
、
実

は
、
本
当
に
面
白
い
。
49
会
の
メ
ン
バ
ー

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
大
の
友
人
が
高

知
に
移
住
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
わ

ざ
わ
ざ
電
話
を
し
て
、「
今
、
ど
う
し
て

る
？
私
は
、
今
は
、
ど
う
の
こ
う
の
…
」

と
、
身
構
え
て
話
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｆ
Ｂ
繋
が
り
に
な
っ
て
い
る
と
、
高

知
に
い
る
友
人
の
近
況
報
告
を
見
る
こ
と

で
、「
あ
ぁ
、
元
気
な
ん
だ
な
」
と
安
心

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
富
山
の
甥

と
も
Ｆ
Ｂ
繋
が
り
で
す
が
、
行
事
の
写
真

等
を
Ｆ
Ｂ
に
載
せ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
郷
里
の
現
状
を
容
易
に
知
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
自
分
の
コ
ラ
ム
を
紹
介
し

て
、
法
律
的
な
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
る

若
い
弁
護
士
も
い
ま
す
。
Ｆ
Ｂ
を
見
て
い

る
と
き
の
私
は
、ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｂ
は
、
知
り
合
い
の
名
前
を
見
つ
け

る
と
「
友
達
リ
ク
エ
ス
ト
」
を
送
信
し
て

「
友
達
の
輪
」
を
広
げ
て
行
き
ま
す
が
、

私
と
49
会
の
仲
間
は
大
竹
編
集
長
・
高
橋

和
幸
カ
メ
ラ
マ
ン
・
千
葉
幸
嗣
氏
・
藤
本

真
也
氏
の
４
人
し
か
繋
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
中
で
、
高
橋
氏
の
Ｆ
Ｂ
へ
の
投

稿
数
は
、半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
然
も
、

彼
の
友
達
の
数
も
、
半
端
で
は
な
く
、
な

ん
と
二
千
名
超
!?　

私
は
現
時
点
で
百
名

強
な
の
で
、
高
橋
さ
ん
は
、
実
に
私
の
20

倍
の
人
と
繋
が
っ
て
い
る
ん
で
す
!!

　

Ｆ
Ｂ
の
使
い
方
は
様
々
な
よ
う
で
す

が
、
悪
口
を
書
く
と
確
実
に
「
名
誉
毀
損

罪
」
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ

だ
け
は
御
用
心
、
で
す
ね
（
笑
）。
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司
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■
第
１
号
議
案

２
０
１
１
年
度
事
業
活
動
報
告

１
・
各
行
事

⑴
２
０
１
１
年
７
月
２
日
（
土
）

総
会
・
懇
親
会

（
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
「
プ
リ

オ
ー
ル
」
…
出
席
者
数
35
名
）

⑵
２
０
１
１
年
８
月
６
日
（
土
）

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

（
シ
ダ
ッ
ク
ス
新
宿
歌
舞
伎
町
ク
ラ

ブ
…
出
席
者
数
14
名
）

⑶
２
０
１
１
年
11
月
12
日
（
土
）

東
京
タ
ワ
ー
見
学

（
東
京
タ
ワ
ー
…
出
席
者
数
20
名
）

⑷
２
０
１
２
年
１
月
28
日
（
土
）

新
年
会

（
銀
座
レ
ス
ト
ラ
ン　

Ｓ
ｕ
ｎ
―
ｍ
ｉ
高
松

…
出
席
者
数
34
名
・
２
次
会
を
含
め
て
）

⑸
２
０
１
２
年
３
月
10
日
（
土
）

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
見
学

（
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
武
蔵
野
工
場
…

出
席
者
数
18
名
）

２
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
会
報
の
発
行

・
第
22
号
・
２
０
１
１
年
６
月
４
日
（
土
）

・
第
23
号
・
２
０
１
１
年
12
月
３
日
（
土
）

３
・
中
央
大
学
49
年
白
門
会
役
員
会
活
動

・
第
68
回
・
２
０
１
１
年
４
月
９
日
（
土
）

・
第
69
回
・
２
０
１
１
年
６
月
４
日
（
土
）

・
第
70
回
・
２
０
１
１
年
９
月
10
日
（
土
）

・
第
71
回
・
２
０
１
１
年
12
月
３
日
（
土
）

・
第
72
回
・
２
０
１
２
年
２
月
４
日
（
土
）

４
・
会
員
数

・
会
員
総
数
（
２
７
７
名
）

・
２
０
１
１
年
度
新
入
会
員
数
（
３
名
）

〈収入の部〉		 	 	 	 	 （単位：円）	
費　用 決算額 概　要

会 費 収 入 339,000
会費（3千円×104名）・入会金（1千円×3名）
複数年分会費（21千円）
過年度分会費（3千円×1名）

懇親会収入 380,000 総会（5千円×34名）
新年会（6千円×35名）

雑 収 入 113,185
125周年募金活動補助費
学員会支部活動支援強化補助費他

（5万円）２次会残金、預貯金利息等
収 入 計 832,185

■第２号議案 2011 年度収支決算報告について（2011年4月1日〜2012年3月31日）

【49年白門会2012年総会】
2012 年 7 月 7 日（土）に 12 年度の総会が御茶ノ水の駿河
台記念館で開かれました。５つの議案は全員の拍手で承
認され、新しく梅田真人氏が新役員に就任しました。

〈支出の部〉		 	 	 	 　　　　　（単位：円）
費　用 決算額 概　要

通 信 費 96,320 行事案内等発送費（76,480円）・後納郵便料、切手代他
事 業 費 158,550 会報制作費（第22号・第23号）
懇 親 会 費 384,220 総会パーティー費（181,600円）、新年会費（202,620円）
事 務 費 0
交 際 費 38,000 125周年寄付金、学員時報広告費他
雑 費 19,119 郵便振替等振込手数料、インターネット代他
支 出 計 696,209
収 支 差 額 135,976
前年度繰越金 727,361
次年度繰越金 863,337

■
第
３
号
議
案

２
０
１
２
年
度
事
業
計
画
案

１
・「
中
央
大
学
49
年
白
門
会
」
事
業
計
画
基
本

会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
、
会
の
組
織
強

化
、
中
央
大
学
お
よ
び
学
員
会
他
支
部
と

の
交
流
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

⑴�

親
睦
会
・
懇
親
会
等
の
開
催
と
各
種
同

好
会
活
動
の
実
施

⑵
会
員
名
簿
・
会
報
の
発
行

⑶
新
規
会
員
の
勧
誘

⑷
中
央
大
学
学
員
会
他
支
部
と
の
交
流

２
・
２
０
１
２
年
度
事
業
計
画（
案
）

⑴�

「
本
所
防
災
館
見
学
」

　

�（「
高
矢
禮
火
〜
ゴ
シ
レ
フ
ァ
〜
錦
糸
町
店
」

２
０
１
２
年
５
年
26
日
（
土
））

⑵�

「
総
会
」

　

�（
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館「
プ
リ
オ
ー
ル
」

２
０
１
２
年
７
年
７
日
（
土
））

⑶��

「
カ
ラ
オ
ケ
＋
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　

�（「
シ
ダ
ッ
ク
ス 

新
宿
歌
舞
伎
町
ク
ラ
ブ
」

２
０
１
２
年
８
月
４
日
（
土
））

⑷
「�

第
21
回
中
央
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」

　
（
２
０
１
２
年
10
月
28
日
（
日
））

⑸�

「
葛
飾
柴
又
散
策
」

　
（
２
０
１
２
年
11
月
10
日
（
土
））

■
第
５
号
議
案

２
０
１
２
年
度
役
員
案

会
長　
　
　
　
　

山
﨑
厚
太
（
経
）
再
任

副
会
長　
　
　
　

葛
西
聖
司
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
司
平
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

宮
川　

保
（
経
）
再
任

幹
事
長　
　
　
　

中
島
章
夫
（
経
）
再
任

副
幹
事
長

　
（
広
報
部
長
）
大
竹
力
三
（
法
）
再
任

　
（
事
業
部
長
）
小
澤
秀
敏
（
経
）
再
任

　
（
会
計
部
長
）
原　

伸
正
（
経
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

益
田
耕
二
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
和
幸
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

石
川
晶
雄
（
経
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

梅
田
真
人
（
経
）
新
任

　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

明
（
理
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
秀
和
（
文
）
再
任

会
計
監
事　
　
　

大
谷
洋
一
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

藤
本
真
也
（
法
）
再
任

　
　
　
　
　
　
　

安
藤
正
幸
（
経
）
再
任

■第４号議案
2012年度収支予算案

（2012年4月1日～2013年3月31日）

〈収入の部〉　　　　　（単位　円）
費 目 決算額

会 費 収 入 320,000
懇親会収入 360,000
雑 収 入 50,000
収入の部合計 730,000

〈支出の部〉
費 目 決算額

通 信 費 100,000
事 業 費 180,000
懇 親 会 費 360,000
事 務 費 60,000
交際接待費 30,000
雑 費 110,000
支 出 計 840,000
収 支 差 額 ▲ 110,000
前年度繰越金 863,337
次年度繰越金 753,337

⑹�

「
新
年
会
」

　

�（「
銀
座
レ
ス
ト
ラ
ン　

Ｓ
ｕ
ｎ
―
ｍ
ｉ

高
松
」
２
０
１
３
年
１
月
26
日
（
土
））

⑺「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
一
泊
旅
行
」

　

�（
２
０
１
３
年
３
月
９
日
（
土
）
〜
10
日
（
日
））
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新
役
員
に

梅
田
真
人
氏
を
選
出

　

七
夕
の
日
、
例
年
通
り
7
月
最
初
の
土

曜
日
に
「
49
年
白
門
会
」
の
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
梅
雨
空
で
小
雨
が
時
々
降
っ

て
い
た
が
蒸
し
暑
さ
は
感
じ
な
い
陽
気
で

し
た
。
場
所
は
御
茶
ノ
水
の
中
央
大
学
駿

河
台
記
念
館
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
プ
リ

オ
ー
ル
」。
定
刻
の
12
時
に
28
名
の
出
席

者
で
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

山
﨑
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
議
長
と
し

て
大
竹
広
報
部
長
を
選
出
し
審
議
が
始
ま

り
ま
し
た
。
小
澤
事
業
部
長
が
急
遽
欠
席

に
な
り
、
事
業
部
活
動
報
告
と
事
業
計
画

案
は
中
島
幹
事
長
か
ら
報
告
、
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
度
の

収
支
決
算
報
告
と
２
０
１
２
年
度
予
算
案

は
原
会
計
部
長
が
報
告
と
説
明
を
し
、
大

谷
会
計
監
事
が
２
０
１
１
年
度
の
会
計
監

査
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。
４
つ
の
議
案
と

も
出
席
者
の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
総
会
は
役
員
の
改
選
期
で
も
あ

り
、
宮
川
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
梅
田
真

人
氏
の
立
候
補
届
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
梅
田
氏
の
新
任
を
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
約
30
分
で
終
了
。

乾
杯
の
音
頭
を

３
回
！

　

同
じ
場
所
で
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
乾
杯
の
発
声
は
、
山
口
県
柳
井
市
か

ら
参
加
の
松
村
年
郎
さ
ん
。
松
村
さ
ん
の

元
気
い
っ
ぱ
い
の
発
声
は
、
12
年
前
の
設

立
総
会
で
学
生
時
代
応
援
部
だ
っ
た
と
い

う
の
で
締
め
の
エ
ー
ル
を
や
っ
て
い
た
だ

い
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
12
時
半
過

ぎ
か
ら
の
懇
親
会
で
丁
度
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
。
昼
間
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
酔
い
が
早
く

回
る
よ
う
で
、
あ
ち
こ
ち
で
元
気
な
お

し
ゃ
べ
り
と
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
料
理
も
質
・
量
と
も
十
分
で
30
分
も

し
た
ら
お
腹
が
一
杯
の
様
子
で
し
た
。

　

開
始
か
ら
30
分
遅
れ
て
山
﨑
副
会
長
が

到
着
。
時
間
を
間
違
え
た
と
い
う
事
で
、

挨
拶
代
わ
り
に
2
度
目
の
乾
杯
の
音
頭
を

取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
10

分
後
に
福
松
さ
ん
が
到
着
。「
乾
杯
は
何

度
や
っ
て
も
い
い
も
ん
だ
」
と
い
う
話
に

な
り
、
福
松
さ
ん
に
も
3
度
目
の
乾
杯
の

音
頭
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席

者
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
た
人
は
こ
れ
で
全

員
集
合
し
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
に
は
、
山
口
県
の
松
村
さ

ん
を
は
じ
め
、
岩
手
県
の
吉
江
さ
ん
、
新

潟
県
の
松
平
さ
ん
、
愛
知
県
の
加
納
さ

ん
、
栃
木
県
の
日
高
さ
ん
と
遠
路
は
る
ば

る
参
加
さ
れ
た
方
が
多
い
会
と
な
り
ま
し

た
。
盛
岡
で
ホ
テ
ル
勤
務
の
吉
江
さ
ん
か

ら
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
に

触
れ
ら
れ
、
義
援
金
も
あ
り
が
た
い
が
と

に
か
く
現
地
に
来
て
欲
し
い
、
と
い
う
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

お
酒
を
飲
め
る
の
が

健
康
の
証
明

　

女
性
の
参
加
者
は
井
さ
ん
と
小
泉
さ
ん

の
お
二
人
。
井
さ
ん
は
、
母
親
が
足
を
骨

折
し
て
入
院
し
た
が
病
院
内
で
元
気
で
い

る
話
し
か
ら
始
ま
り
、
近
所
の
男
性
が
女

性
よ
り
早
く
亡
く
な
っ
て
い
て
、
自
分
の

周
り
に
は
元
気
な
女
性
が
め
だ
つ
こ
と
、

さ
ら
に
健
康
に
は
運
動
、
食
事
等
に
注
意

す
る
よ
う
に
食
品
名
ま
で
挙
げ
て
説
明

し
、
同
期
の
男
性
を
励
ま
し
て
（
？
）
く

れ
ま
し
た
。
小
泉
さ
ん
も
、
ご
主
人
が
3

月
に
定
年
に
な
っ
て
か
ら
の
そ
の
後
の
二

人
で
の
生
活
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

全
員
が
還
暦
を
迎
え
て
い
ま
す
の
で
話

題
は
年
金
、
病
気
、
介
護
、
孫
、
定
年
、

再
雇
用
な
ど
が
中
心
で
し
た
。
懇
親
会
に

来
て
お
酒
を
飲
め
る
こ
と
が
元
気
の
証
明

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
時
間
の
歓
談
の
時
間
も
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
り
、
校
歌
・
応
援
歌
の
斉
唱
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
い
つ
も
参
加
さ

れ
て
い
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
高
橋
さ
ん
も
、

校
歌
・
応
援
歌
の
リ
ー
ダ
ー
・
小
澤
さ
ん

も
欠
席
で
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
の
中

で
の
終
盤
で
し
た
が
、
山
﨑
司
平
副
会
長

が
し
っ
か
り
3
本
締
め
で
締
め
て
お
開
き

に
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
終
了
後
の
2
時
半
過
ぎ
に
近
く

の
居
酒
屋
で
2
次
会
が
開
か
れ
10
名
近
く

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
時
間
か
ら
や
っ

て
い
る
お
店
も
す
ご
い
が
、
ま
だ
ま
だ
元

気
に
飲
め
る
ア
ラ
カ
ン
の
同
期
達
も
す
ご

い
で
す
。
こ
う
し
て
七
夕
の
幸
せ
な
１
日

が
終
わ
っ
て
行
く
の
で
し
た
。（
広
報
部
）

　
12
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
に
は
、
還
暦
を
過
ぎ
て
益
々
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
同
期
30
名
近
く
が
集
ま
り
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
１
年
以
上
た
ち
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
の
輝
き

を
失
っ
て
い
な
い
姿
が
有
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
自
信
を
持
っ

て
生
き
抜
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
第
二
の
人
生
で
す
。

60
代
に
入
っ
た
同
期
会
だ
か
ら

「
49
年
白
門
会
」に
も
変
化
が
!!
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護

山
根
　
信
正
（
法
）
埼
玉
県

所
沢
市

　

そ
の
不
幸
は
突
然
訪
れ
、
改
め
て
残
さ

れ
た
時
間
の
組
み
直
し
を
考
え
ざ
る
を
え

な
い
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。
今
年
３
月

87
歳
に
な
る
母
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
入
院

生
活
も
既
に
半
年
以
上
に
及
ん
で
い
る
。

　

今
で
も
直
接
口
か
ら
食
事
を
摂
る
こ
と

が
叶
わ
ず
、
鼻
か
ら
栄
養
チ
ュ
ー
ブ
を
入

れ
ら
れ
、
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
左
手
に

チ
ュ
ー
ブ
を
抜
か
な
い
よ
う
に
大
き
な
手

袋
を
着
け
ら
れ
て
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
っ
て
い
る
。
声
掛
け
を
す
る
と
微
か
な

反
応
は
あ
る
も
の
の
ど
こ
ま
で
を
理
解

し
、
何
が
わ
か
ら
な
い
の
か
が
判
然
と
し

な
い
状
態
に
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
が
一
般
病
棟
に
91
日
以
上

入
院
す
る
と
90
日
ま
で
の
患
者
の
入
院
基

本
料
よ
り
低
い
後
期
高
齢
者
特
定
入
院
基

本
料
で
算
定
さ
れ
、
点
数
が
最
大
３
分
の

２
に
引
き
下
げ
ら
れ
医
療
機
関
の
負
担
と

な
る
の
で
、
脳
梗
塞
や
認
知
症
等
の
病
気

で
入
院
し
た
場
合
、
例
外
な
く
３
ヵ
月
で

退
院
を
求
め
ら
れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
る

た
め
転
院
を
繰
り
返
し
、
既
に
入
院
先
は

３
つ
目
の
病
院
で
あ
る
。

　

私
は
昭
和
45
年
に
大
学
進
学
の
た
め
両

親
を
残
し
て
住
み
慣
れ
た
広
島
を
離
れ
、

昭
和
49
年
に
社
会
人
に
な
り
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
し
て
37
年
間
の
殆
ど
を
東
京
で
過

ご
し
た
。そ
の
間
に
両
親
は
高
齢
と
な
り
、

今
ま
で
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
介
護
の

生
活
、
保
険
の
手
続
、
紙
お
む
つ
の
手
配

そ
し
て
一
人
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
92
歳
の
父
の
身
の
回
り
の

世
話
の
た
め
埼
玉
と
広
島
を
往
来
す
る
生

活
を
続
け
て
い
る
。

　

今
ま
で
馴
染
み
の
無
か
っ
た
介
護
の
問

題
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
永
年
両
親
が
健
康

で
あ
る
こ
と
に
甘
え
て
な
お
ざ
り
に
し
て

き
た
親
孝
行
が
出
来
る
機
会
に
恵
ま
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
年
老
い
た
両
親

に
寄
り
添
う
生
活
に
明
け
暮
れ
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
巡
り

大
谷
　
洋
一
（
法
）
東
京
都

武
蔵
野
市

　
「
今
、
〇
〇
に
夢
中
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
原
稿
依
頼
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。「
無

い
よ
な
あ
、そ
ん
な
も
ん
。」と
呟
い
た
ら
、

家
人
か
ら
「
あ
る
じ
ゃ
な
い
、
道
の
駅
巡

り
が
！
」。
実
は
、
以
前
か
ら
ド
ラ
イ
ブ

は
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
目
的

地
が
な
い
と
“
ハ
リ
”
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
時
「
道
の
駅
」
に
出
合
い

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。「
道

の
駅
」
は
主
に
幹
線
道
路
沿
い
に
造
ら
れ

て
い
て
、
休
憩
場
所
の
提
供
、
地
域
情
報

の
発
信
、
地
域
特
産
物
販
売
な
ど
を
行
っ

て
い
る
施
設
で
す
。
全
国
に
約
１
０
０
０

か
所
、
関
東
地
方
で
も
約
100
か
所
あ
り
ま

す
。
地
方
、
特
に
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
県

は
道
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て
、
交
差
点

も
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
車
の
通
ら
な
い
農

道
で
も
し
っ
か
り
と
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
道
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を

楽
し
み
な
が
ら
「
道
の
駅
」
を
目
指
し
ま

す
。
で
、
行
っ
て
何
を
す
る
の
か
？　

ま

ず
は
、
専
用
の
ス
タ
ン
プ
帳
に
「
道
の
駅

ス
タ
ン
プ
」
を
バ
シ
ッ
と
押
し
ま
す
。
そ

し
て
帰
宅
し
た
後
、
帳
面
を
め
く
り
な
が

ら
、
こ
こ
は
併
設
の
温
泉
が
熱
く
て
浸

か
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
か
、
こ
こ
は

駐
車
場
か
ら
眺
め
た
山
の
稜
線
が
す
っ
き

り
と
し
て
い
て
油
絵
み
た
い
だ
っ
た
、
な

ど
と
思
い
出
し
ま
す
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
書
い
た
時
、「
で
も
、

あ
な
た
、
時
々
ス
タ
ン
プ
帳
、
家
に
忘

れ
て
行
く
か
ら
、“
夢
中
”
と
ま
で
は
言

え
な
い
わ
よ
ね
。」
と
厳
し
い
コ
メ
ン
ト

が
。
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
、
確
認
し
て
行
か

な
か
っ
た
た
め
に
、
や
っ
と
辿
り
着
い
た

道
の
駅
が
休
館
日
で
閉
ま
っ
て
い
た
り
、

ス
タ
ン
プ
を
見
て
も
「
あ
れ
、
こ
こ
は
ど

こ
だ
っ
け
」
と
全
く
思
い
出
せ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
が
、
続
け
ま
す
よ
。
既
に

関
東
地
方
は
ほ
と
ん
ど
制
覇
し
ま
し
た
か

ら
、
や
は
り
目
標
は
１
０
０
０
か
所
と
行

き
ま
し
ょ
う
か
。

江
戸
千
家
と
の
出
会
い

加
藤
　
正
治
（
法
）
東
京
都

板
橋
区

　

昭
和
46
年
11
月
、
白
門
茶
会
を
三
週
間

後
に
控
え
た
寒
い
朝
、
一
、二
年
生
中
心

の
メ
ン
バ
ー
は
王
子
名
主
の
滝
先
心
亭
に

集
ま
り
、
割
稽
古
の
準
備
の
た
め
忙
し
く

立
ち
回
っ
て
い
た
。
炭
点
前
、
花
活
け
、

掃
除
…

　

茶
道
は
そ
れ
程
興
味
が
あ
っ
た
訳
で
は

な
く
、
た
だ
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
入
会
。
当

時
、
茶
道
会
に
は
表
・
裏
・
遠
州
そ
し
て

江
戸
の
四
流
派
が
あ
っ
た
。
一
年
目
は
表

千
家
に
て
、
四
谷
の
不
審
庵
に
通
っ
て
い

た
が
、
厳
格
な
作
法
に
聊

い
さ
さか
閉
口
し
て
い

た
節
が
あ
っ
た
。

　

二
年
目
の
春
、
幹
事
長
か
ら
「
加
藤

よ
ぅ
、
悪
い
け
ど
江
戸
に
移
っ
て
く
れ
な

い
か
！
」
と
の
こ
と
。
江
戸
千
家
は
江
戸

中
期
、
表
千
家
七
代
如
心
斎
の
高
弟
川
上

不
白
が
、
江
戸
に
下
っ
て
庶
民
に
茶
道
を

普
及
す
べ
く
開
い
た
流
派
で
、
家
元
は
歴

代
川
上
宗
雪
を
名
乗
っ
て
い
た
。
当
時
、

先
代
家
元
が
亡
く
な
り
、
長
男
が
宗
雪
を

継
い
だ
も
の
の
、
叔
父
の
閑
雪
と
の
間
で

後
継
者
争
い
最
中
で
あ
っ
た
。
一
方
、
世

間
で
は
学
生
運
動
の
最
盛
期
で
、
茶
道
会

の
主
導
権
を
革
マ
ル
派
が
握
り
、
音
羽
護

国
寺
で
あ
っ
た
関
東
大
学
茶
道
連
合
の
茶

会
で
「
家
元
制
度
粉
砕
！
」
を
叫
び
、
江
戸

千
家
閑
雪
派
か
ら
除
名
！　

茶
道
会
で
の
活

動
再
開
を
小
生
に
託
さ
れ
た
格
好
で
し
た
。

　

唯
一
の
先
輩
が
用
意
し
て
く
れ
た
南
大

塚
の
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
、
可
愛
い
後
輩

達
と
共
に
割
稽
古
に
励
み
、
慶
応
大
を
卒

業
し
て
間
も
な
い
宗
雪
家
元
の
上
野
池
之

端
の
道
場
で
も
月
一
回
の
お
稽
古
が
許
可

と
な
り
、
思
い
の
外
茶
道
漬
け
の
学
生
生

活
が
始
ま
っ
た
次
第
。

藤
沢
で
白
門
会

澤
田
　
英
樹
（
法
）
神
奈
川
県

藤
沢
市

　

私
が
、
地
元
の
藤
沢
で
白
門
会
活
動
に

入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私
た
ち
49
卒
の
招

待
年
で
あ
っ
た
99
年
（
Ｈ
11
年
）
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
大
学
へ
行
っ
た
こ
と

で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
高
３
で
受
験
期
の
我

が
娘
と
そ
の
友
人
の
３
人
で
大
学
へ
行

き
、
校
内
を
み
て
回
っ
た
の
で
す
。
確
か

体
育
館
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
会
場
真
ん
中
辺
の
テ
ー

ブ
ル
に
青
い
幟
を
何
本
も
立
て
て
立
食
し

て
い
る
異
様
な
集
団
が
あ
り
、
そ
の
幟
に

藤
沢
白
門
会
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
思

わ
ず
声
を
か
け
た
ら
引
き
ず
り
込
ま
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

現
在
は
、
週
に
２
～
３
回
の
割
り
で
打

合
せ
や
ら
行
事
が
あ
り
、
ま
さ
に
あ
り
地

獄
（
？
）
で
す
。
藤
沢
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

当
た
り
前
で
す
が
先
輩
・
後
輩
が
分
け
隔

て
な
く
お
付
き
合
い
が
で
き
る
こ
と
。
そ

れ
と
日
頃
の
行
事
の
度
毎
に
会
員
が
少
額

　

会
員
の
皆
様
に
は
昔
か
ら
の
趣
味
が
有
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
退
職
し
た
り
孫
が
で
き
た

り
す
る
と
新
た
に
趣
味
み
た
い
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
ぼ
ち
ぼ
ち
で
て
く
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
今
夢
中
に
な
っ
て
い
る
事
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
今
○
○
○
に
夢
中
で
す
」を
語
る
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の
募
金
を
行
い
、
そ
の
浄
財
で
車
椅
子
を

購
入
し
て
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
呈

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
も
う
20
台
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
市
内
に

あ
る
15
の
大
学
同
窓
会
と
Ｓ
Ｕ
Ｃ
（
湘
南

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
）
と
呼
ぶ
交
流

会
を
持
ち
、懇
親
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

市
民
向
け
の
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
社

会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
や
こ
れ
や
ら
で
、
仕
事
も
し
て
い
る

の
で
、
白
門
会
活
動
を
含
め
毎
日
忙
殺
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
が
近
況
で
す
。

　

こ
の
状
態
が
良
い
の
か
ど
う
か
は
受
け

取
り
方
次
第
で
す
が
、
こ
れ
も
私
に
与
え

ら
れ
た
使
命
か
な
と
勝
手
に
感
じ
て
い
る

昨
今
で
す
。
同
窓
の
皆
さ
ん
、
藤
沢
に
お

越
し
の
際
は
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

美
味
し
い
お
店
へ
ご
案
内
し
ま
す
よ
。

　
減　
　

量

馬
場
　
安
德
（
法
）
千
葉
県

我
孫
子
市

　

今
年
5
月
末
に
入
会
し
ま
し
た
馬
場
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
今
、
護
衛
艦
あ
き
づ
き
の
甲
板
で

一
筆
し
た
た
め
て
い
ま
す
。
と
い
い
ま
す

の
は
、
本
日
（
10
月
14
日
）
自
衛
隊
観
艦

式
《
艦
艇
40
隻
・
航
空
機
33
機
》
に
参
加
。

横
須
賀
港
を
８
時
に
出
航
し
昼
過
ぎ
、
祝

砲
発
射
・
潜
水
艦
浮
上
・
Ｐ
３
Ｃ
対
潜
爆

弾
投
下
・
救
難
飛
行
艇
の
離
着
水
ｅ
ｔ
ｃ

の
訓
練
展
示
を
堪
能
す
る
予
定
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
る
の
で
、

「
減
量
」
を
テ
ー
マ
に
書
い
て
み
ま
し
た
。

　

昨
年
、
体
重
が
十
キ
ロ
増
加
し
た
た
め

3
月
末
の
定
年
退
職
を
契
機
に
一
発
奮
起

し
、
無
理
を
し
な
い
で
十
キ
ロ
の
減
量
を

目
指
し
次
の
3
点
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

○
雨
天
を
除
き
毎
朝
５
キ
ロ
ラ
ン
！

実
際
は
５
月
に
膝
を
い
た
め
ラ
ン
＆
ウ

オ
ー
ク
に
。

○
食
事
の
軽
量
化
・
野
菜
中
心
に
！

特
に
、
７
月
は
炭
水
化
物
を
一
切
口
に
し

な
い
で
１
ヶ
月
三
キ
ロ
減
を
達
成
し
ま
し

た
。

○
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
エ
ン
ジ
ョ
イ
を
！

４
月
か
ら
職
に
つ
か
ず
、
月
２
の
麻
雀
、

月
１
の
宴
席
カ
ラ
オ
ケ
、
学
友
と
の
九
州

４
泊
や
東
北
５
泊
の
旅
行
、
そ
し
て
当
会

主
催
の
レ
ク
（
防
災
館
・
柴
又
散
策
）
等

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
次
回
皆
様
と
お
会

い
す
る
と
き
の
お
楽
し
み
に
…
…
現
在
七

キ
ロ
減
の
六
八
キ
ロ
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
残
り
三
キ
ロ
落
と
し
、
夏
に
は

３
回
目
の
剣
岳
へ
の
山
行
を
決
行
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
５
年
前
の
涸
沢
か
ら
奥
穂

北
穂
の
山
行
以
来
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

「
夢
」
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
健
康
的
減

量
に
励
み
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　

・
・
・
・
・
・

神
　
繁
司
（
法
）
千
葉
県

浦
安
市

　

人
生
と
は
、
夢
や
幻
想
が
醒
め
て
い
く

過
程
だ
と
言
う
。
還
暦
の
手
痛
い
贈
り
物

は
か
の
大
震
災
、
寓
居
も
東
京
か
ら
最
も

近
い
被
災
地
と
な
っ
た
。
爾
来
、
無
為
徒

食
の
日
々
。
辛
う
じ
て
、
職
の
纏
め
と
し

て
『
移
民
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
ク

ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版
、
二
〇
一
一
）
を

刊
行
で
き
た
の
が
幸
い
。
顧
み
れ
ば
、
砂

場
の
磁
石
の
如
く
、
纏
わ
り
つ
い
た
、
ま

さ
に
数
多
の
蹉
跌
。
こ
う
し
て
ば
か
り
も

い
ら
れ
な
い
。「
人
生
の
仕
舞
支
度
だ
！
」

　

生
前
整
理
は
案
外
と
楽
し
い
。
忘
れ
て

い
た
記
憶
と
失
わ
れ
た
時
間
を
蘇
ら
せ
て

く
れ
る
。
私
の
場
合
、
遺
産
相
続
と
か
三

行
半
と
か
難
し
い
法
律
問
題
は
な
さ
そ
う

だ
。
単
な
る
モ
ノ
の
整
理
だ
。
は
や
り
の

断
捨
離
と
は
全
く
無
縁
な
の
が
難
儀
の
種

か
。
整
理
す
べ
き
モ
ノ
は
大
別
し
て
本
と

音
源
。
諸
兄
御
存
じ
の
よ
う
に
、
こ
れ
が

一
進
一
退
、
楽
し
い
と
同
時
に
案
外
難
し

い
。
本
は
、
津
軽
・
新
浦
安
・
江
戸
川
・

大
分
に
四
散
。
ま
ず
は
、
古
本
屋
の
仕
切

り
場
然
た
る
自
室
か
ら
始
め
ざ
る
を
得
な

い
。
テ
ー
マ
毎
に
配
架
す
る
以
前
の
問
題

で
あ
る
。
本
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。

重
度
喫
煙
者
た
る
証
左
を
本
は
見
事
正
直

に
留
め
て
い
る
。
加
う
る
に
積
年
の
埃
。

埃
は
掃
除
機
が
一
瞬
に
し
て
吸
い
取
っ
て

く
れ
る
が
、
滲
み
は
取
れ
な
い
。
難
題
は

今
や
珈
琲
色
に
化
し
た
紫
煙
の
痕
跡
だ
。

ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
表
紙
に
は
襟
垢

用
の
ベ
ン
ジ
ン
、
紙
表
紙
に
は
消
し
ゴ
ム

を
使
う
。
だ
が
し
か
し
、
次
か
ら
次
へ
と

関
連
書
に
読
み
耽
る
か
ら
一
向
に
捗
ら

ず
、
一
日
十
冊
程
が
限
度
。
こ
れ
で
は
生

前
整
理
ど
こ
ろ
か
、
チ
リ
紙
交
換
行
き
が

関
の
山
。
求
む
！
古
書
整
理
法
で
あ
る
。

荒
畑
寒
村
『
谷
中
村
滅
亡
史
』
再
読
、
何

と
変
わ
ら
ぬ
こ
の
国
の
在
り
様
で
あ
る
こ

と
か
。『
福
島
原
発
設
置
反
対
運
動
裁
判

資
料
』
の
原
稿
督
促
メ
ー
ル
着
信
で
す
…

二
つ
の
○
○

石
川
　
敏
行
（
法
）
東
京
都

渋
谷
区

　

今
回
、
原
稿
の
ご
依
頼
を
頂
い
た
機
会

に
、「
幽
霊
会
員
」
の
罪
滅
ぼ
し
に
、
二

つ
の
「
○
○
に
夢
中
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

一
つ
目
は
、
無
我
夢
中
で
あ
る
。
学
部

を
卒
業
し
て
大
学
院
に
進
学
後
、
法
学
部

助
手
に
採
用
。
以
来
、
助
教
授
・
教
授
と
、

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
ま
で
の
28
年
間

を
無
我
夢
中
で
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
同

年
４
月
に
法
科
大
学
院
が
開
設
さ
れ
た
の

を
機
に
、
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
籍
し

た
（
第
２
の
人
生
）。
ロ
ー
で
の
日
々
は

初
め
て
の
事
だ
ら
け
故
に
、
ま
た
ま
た
無

我
夢
中
で
過
ご
す
こ
と
に
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
市
ヶ
谷
で
の
６

年
目
の
終
わ
り
に
、運
輸
安
全
委
員
会（
国

土
交
通
省
）
と
い
う
所
か
ら
、
転
職
の
お

話
を
頂
い
た
。
不
安
も
あ
っ
た
が
、
２
年

半
前
に
転
職
を
決
断
し
、還
暦
目
前
に「
第

３
の
人
生
」
を
始
め
た
。

　

当
委
員
会
の
職
務
は
、
航
空
・
鉄
道
・

船
舶
の
事
故
等
が
起
き
た
際
に
、
そ
の
原

因
を
究
明
し
、
再
発
を
防
止
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
私
は
「
法
制
担
当
委
員
」
な
の

で
、
委
員
長
と
と
も
に
、
３
つ
の
モ
ー
ド

全
て
に
出
席
す
る
。
最
初
は
、
法
律
用
語

と
は
全
く
違
う
工
学
系
の
専
門
用
語
に
戸

惑
い
、意
味
を
理
解
す
る
の
に
苦
労
し
た
。

ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
、無
我
夢
中
は
続
く
。

　

あ
と
半
年
で
、
一
期
目
の
任
期
が
切
れ

る
。
私
の
ポ
ス
ト
は
国
会
同
意
を
要
す
る

特
別
職
人
事
な
の
で
、
政
治
情
勢
次
第
で

は
、
再
任
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
。
よ
っ
て
、
二
つ
目
の
「
○
○
に
夢

中
」
は
五
里
霧
中
で
あ
る
。
公
務
員
給
与

も
あ
っ
と
言
う
間
に
10
％
カ
ッ
ト
さ
れ
、

霞
ヶ
関
の
先
行
き
自
体
が
五
里
霧
中
で
は

あ
る
が
、
御
陰
様
で
元
気
に
毎
日
を
過
ご

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー

２
０
１
２
年

10
月
28
日
㈰

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
第
21
回
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
。
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
だ
っ
た
が
、
開
会
の
２
時
間
前
の
８
時

に
は
中
島
幹
事
長
が
メ
イ
ン
会
場
の
テ
ー

ブ
ル
４
つ
を
確
保
。
そ
の
後
、
小
澤
事
業

部
長
な
ど
役
員
が
49
会
の
の
ぼ
り
を
立

て
、
集
合
の
目
印
の
準
備
を
終
了
。　

　

10
時
過
ぎ
か
ら
三
々
五
々
集
ま
っ
た
同

期
は
約
30
人
。
遠
く
は
ド
イ
ツ
、
宮
崎
、

愛
知
、
新
潟
か
ら
酒
や
肴
ま
で
の
お
土
産

を
持
っ
て
参
加
さ
れ
た
会
員
も
い
ら
し

た
。会
員
で
な
い
同
期
も
４
名
来
ら
れ
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
で
は
、
常
時
12
、
３
人
が
持

参
の
酒
や
肴
、
模
擬
店
で
購
入
し
た
焼
き

鳥
な
ど
で
大
宴
会
。
抽
選
会
で
は
岡
田
さ

ん
が
自
動
掃
除
機
の
ル
ン
バ
を
ゲ
ッ
ト
。中

大
グ
ッ
ズ
を
購
入
す
る
と
付
い
て
く
る
福

引
抽
選
券
で
は
２
万
円
の
商
品
券
や
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
、福
袋
な
ど

が
当
た
っ
た
方
も
数
名
お
ら
れ
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
来
た
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

だ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
散
策
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
。
次
回

は
秋
晴
れ
の
下
で
の
再
会
を
約
し
て
４
時

前
に
は
解
散
。　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
）



6

　

去
年
三
月
、
退
職
し
肩
書
を
悩
み
な
が
ら
名
刺
を
作
っ
た
。
適
当
な
職
業
が
思

い
つ
か
な
い
。
一
番
つ
け
た
く
な
い
の
は
、「
元
」。
も
ち
ろ
ん
、
以
前
勤
務
し
た

と
こ
ろ
の
印
象
が
強
い
の
で
、「
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」
と
表
記
す
る
人
が

多
い
が
、
や
る
か
ら
に
は
「
現
役
」
な
の
で
「
元
」
と
自
ら
は
名
乗
る
ま
い
と
頑

固
に
思
っ
た
。
ま
た
、そ
の
範
疇
以
外
の
仕
事
も
多
い
。
手
っ
取
り
早
い
の
は
、「
大

学
講
師
」
と
か
「
著
述
業
」
と
い
う
の
も
あ
る
。
ま
た
、
文
化
行
事
の
企
画
や
舞

台
の
演
出
や
構
成
を
引
き
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
は「
何
で
も
屋
」。
困
っ

て
、「
肩
書
な
し
」
を
選
択
す
る
こ
と
に
し
た
。
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
出

会
え
る
「
老
後
」
と
な
っ
た
。

　

民
放
の
番
組
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
時
は
楽
し
め
た
。
そ
れ
は
「
司
会
を
し
な
く

て
い
い
」「
放
送
時
間
も
司
会
者
に
お
ま
か
せ
」。
深
夜
番
組
に
出
て
、
放
送
局
が

違
う
の
か
と
聴
取
者
の
び
っ
く
り
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
っ
け
。

　

か
つ
て
は
集
中
講
義
だ
っ
た
甲
府
の
大
学
に
、
毎
週
、
通
う
こ
と
に
。
い
ま
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
風
景
や
、
果
樹
園
で
の
成
長
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
後
期
は

都
内
の
大
学
。
桜
並
木
の
色
づ
く
さ
ま
と
落
ち
葉
の
感
触
も
味
わ
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
タ
ク
シ
ー
利
用
を
や
め
、
駅
か
ら
歩
く
こ
と
を
始
め
た
か
ら
出
会
え
た
の
だ
。

　

歩
く
と
い
え
ば
、「
腹
を
引
っ
込
め
る
」「
大
股
に
す
る
」。
毎
回
で
は
な
い
、

気
づ
い
た
ら
少
し
だ
け
実
行
。
階
段
で
は
な
く
エ
ス
カ
レ
ー
タ
歩
行
も
実
施
。
足

元
を
見
つ
め
、
一
歩
一
歩
、
腿
を
上
げ
た
り
、
つ
ま
先
を
上
げ
た
り
。
効
果
な
ん

か
気
に
し
な
い
。
自
己
満
足
で
。

　

呑
気
そ
う
だ
が
、
先
の
知
れ
な
い
フ
リ
ー
人
生
。
49
会
の
新
年
会
や
、
お
誘
い

は
欠
席
続
き
で
恥
ず
か
し
い
。
そ
れ
は
、み
な
さ
ん
の
休
む
日
が
就
労
時
間
ゆ
え
。

　

今
年
の
初
体
験
は
「
書
評
」。
産
経
新
聞
か
ら
橋
本
治
氏
の
新
著
に
つ
い
て
依

頼
さ
れ
た
。
事
務
所
な
し
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
し
の
人
生
に
「
・
・
・
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
」
思
い
が
け
な
い
手
紙
や
電
話
で
新
た
な
人
生
が
・
・
・
。

　

一
所
懸
命
歩
い
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
わ
た
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

ら

く

が

き

楽
苦
我
喜

新
し
い
名
刺

六
十
の
手
習
い
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化

柴
田　

明（
理
工
）

東
京
都　

杉
並
区

（法）

葛
西 

聖
司

東
京
都　

練
馬
区

　

最
近
は
、
日
本
の
企
業
も
国
際
化
が
進

み
、
社
内
の
共
通
語
を
英
語
に
す
る
企
業

が
話
題
に
な
り
始
め
ま
し
た
。
私
の
回
り

に
も
仕
事
で
海
外
へ
転
勤
し
て
い
て
最
近

日
本
へ
帰
っ
て
き
た
人
、
子
供
の
時
ア
メ

リ
カ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
活
し
て
い
た

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
人
、
国
際
結
婚
を
し
て

い
る
人
等
こ
こ
20
年
位
の
間
に
国
際
化
が

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
の
だ
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
会
社
は
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
タ
リ
ア
の
会
社
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー
技
術

の
関
係
で
交
流
が
あ
り
、
約
4
年
程
で
し

た
が
外
国
の
技
術
者
や
営
業
マ
ン
が
来
社

し
た
時
や
海
外
出
張
で
の
会
議
は
英
語
を

使
う
環
境
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
会
社
を
約
20
年
前
に
退
社
し
、
そ
の
後

英
語
を
使
う
事
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

再
度
英
語
に
挑
戦
し
た
く
な
り
、 

3
～
4

年
前
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
英
語
番

組
で
興
味
有
り
そ
う
な
物
を
見
つ
け
て
聞

く
よ
う
に
な
り
、
喋
る
機
会
が
な
い
と
上

達
し
な
い
と
思
い
英
語
の
サ
ー
ク
ル
に

入
っ
て
み
ま
し
た
。

　

社
会
で
起
っ
て
い
る
時
事
問
題
等
を
英

語
で
喋
る
と
い
う
サ
ー
ク
ル
（
昔
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
英
語
の
講
師
を
し
て
い
た
松
本
通
弘

氏
が
30
数
年
前
に
設
立
）
で
、
メ
ン
バ
ー

は
50
代
が
中
心
。下
は
20
代
か
ら
86
才
迄
、

海
外
留
学
経
験
の
あ
る
学
生
、商
社
マ
ン
、

大
学
の
先
生
、
元
官
僚
、
新
聞
記
者
等
、

皆
さ
ん
英
語
に
精
通
し
て
い
る
の
と
国
内

や
海
外
の
情
報
に
興
味
が
有
る
人
達
が
多

く
、
英
会
話
と
言
う
よ
り
英
語
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
感
じ
で
、
最
初
つ
い

て
行
け
る
か
心
配
で
し
た
。

　

特
に
私
の
場
合
、
典
型
的
理
系
人
間
。

経
済
や
政
治
等
の
基
本
が
弱
い
の
で
そ
の

辺
を
話
題
に
さ
れ
る
と
英
語
の
問
題
と

い
う
よ
り
内
容
が
わ
か
ら
な
い
事
が
多

く
、
そ
の
反
対
に
他
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
科

学
技
術
分
野
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
得
意
。
最
近
は
自
分
の

持
分
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
様
に
思
い
ま

す
。

　

入
会
し
2
年
位
経
っ
た
今
、
余
裕
は
な

い
が
何
と
か
つ
い
て
っ
て
い
る
。

入
会
し
て
良
か
っ
た
の
は
英
語

の
単
語
力
が
付
い
た
事
と
日
々

の
国
内
外
の
ニ
ュ
ー
ス
を
正
確

に
知
ろ
う
と
す
る
習
慣
が
つ
い

た
こ
と
。
そ
れ
と
、
日
本
に
興

味
の
あ
る
外
国
人
か
ら
思
い
も

よ
ら
な
い
質
問
が
、
そ
の
説
明

の
為
、
日
本
の
事
を
よ
り
幅
広

く
知
る
必
要
性
を
感
じ
る
様
に

な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
い
う
便
利
な
ツ
ー
ル
が
発
達
し
、
日
本

に
い
な
が
ら
に
し
て
色
々
な
海
外
の
放
送

が
聞
け
る
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
、
勉
強

と
い
う
よ
り
は
自
分
の
趣
味
と
し
て
続
け

て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
日
本
も
高
齢
化
が
進
み
認
知
症

等
の
人
が
300
万
人
を
超
え
た
と
か
。
60
才

を
過
ぎ
何
か
目
的
を
持
っ
て
日
々
の
生
活

を
送
る
事
が
必
要
で
は
と
思
い
、
頭
を
使

い
記
憶
力
を
維
持
す
る
の
に
英
会
話
を
続

け
る
事
で
頭
の
老
化
を
遅
ら
せ
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
る
の
で
す
が
？

　

し
か
し
、
最
近
は
、
単
語
が
出
て
こ
な

い
現
象
が
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
俳
優
や

歌
手
の
顔
は
判
る
が
名
前
が
出
て
こ
な
い
、

あ
の
人
や
あ
れ
や
こ
れ
と
い
う
言
葉
が
増

え
て
き
た
。
記
憶
力
を
維
持
す
る
の
は
難

し
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？20 年前オーストラリアに出張した時

関連会社社長夫妻と　右端が柴田さん
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こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
御
自
分
の
趣
味
の

バ
ン
ド
と
か
、
奥
さ
ん
の
日
本
舞
踊
の
舞

台
と
か
、
孫
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
の
よ
う
な

時
に
写
真
を
撮
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
お
教
え

い
た
し
ま
す
。
雰
囲
気
の
良
い
写
真
を

撮
っ
て
奥
さ
ん
に
惚
れ
な
お
さ
れ
た
り
、

孫
た
ち
か
ら
「
さ
す
が
あ
～
」
と
尊
敬
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

舞
台
と
か
の
屋
内
写
真
は
ほ
と
ん
ど
が

暗
い
中
で
条
件
が
悪
い
撮
影
と
な
り
ま

す
。
普
通
に
撮
れ
ば
、
暗
い
写
真
と
か
、

ブ
レ
ブ
レ
の
写
真
と
か
に
仕
上
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
の
一
番
の
解
決
策
は
、
カ
メ

ラ
に
付
い
て
い
る
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
中
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
感
度
を
最
高
の
３
２
０
０
に
し
ま
す
。

な
け
れ
ば
最
大
の
数
字
ま
で
上
げ
ま
す
。

外
の
光
が
強
い
所
で
は
100
と
か
200
で
良
い

の
で
す
が
、
室
内
の
よ
う
な
暗
い
所
で
の

撮
影
で
は
感
度
を
最
大
限
ま
で
上
げ
る
こ

と
が
良
い
写
真
を
撮
る
秘
訣
で
す
。
素
人

の
ピ
ン
ボ
ケ
は
手
ブ
レ
で
す
。
そ
の
原
因

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
の
遅
さ
か
ら
く
る
カ

メ
ラ
の
手
ブ
レ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
時

に
親
指
と
一
緒
に
カ
メ
ラ
も
頷
か
せ
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
が

遅
い
と
一
層
目
立
ち
ま
す
。

　

今
回
の
親
父
バ
ン
ド
の
撮
影
の
よ
う
に

照
明
を
利
か
せ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、

そ
の
場
の
雰
囲
気
を
生
か
せ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
演
奏
す
る
人
た
ち
も
う
ま
い
下
手

に
か
か
わ
ら
ず
自
分
た
ち
に
酔
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
雰
囲
気
を
壊
し
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。
踊
り
の
舞
台
、
ピ

ア
ノ
の
発
表
会
な
ど
も
お
そ
ら
く
フ
ラ
ッ

シ
ュ
は
使
用
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
雰
囲

気
を
損
な
う
上
、
た
だ
で
す
ら
緊
張
し
て

い
る
の
に
ピ
カ
ピ
カ
さ
れ
た
ら
一
層
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら

こ
こ
で
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
上
げ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
速
度
を
上
げ
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
て
撮
影
す
る
。

　

そ
の
時
の
注
意
点
は
脇
を
し
め
て
（
現

役
の
時
に
経
験
済
み
だ
と
思
い
ま
す
。
脇

が
甘
い
ば
か
り
に
後
輩
に
出
世
を
越
さ
れ

奥
さ
ん
に
が
な
り
た
て
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
な
ど
に
も
似
て
い
ま
す
）
カ
メ
ラ
を
固

定
し
、
ま
ず
人
差
し
指
で
、
軽
く
押
さ
え

る
、
こ
れ
で
ピ
ン
ト
が
合
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
っ
と
押
し
て
や
る
。
こ
の
行
為
を
興

奮
せ
ず
に
落
ち
着
い
て
行
う
こ
と
で
す
。

連
載
３
回
目
の
今
回
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
使
用
禁
止
の
舞
台
や
発
表
会
で
、
い

か
に
雰
囲
気
の
あ
る
写
真
を
撮
る
か
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
伝
授
い
た
し
ま
す
。

記
念
す
べ
き
晴
れ
舞
台
を
上
手
に
撮
っ
て
満
点
ジ
ジ
バ
バ
に
！

 

高
橋
　
和
幸

カ
メ
ラ
マ
ン

（
法
）

「
雰
囲
気
の
良
い
写
真
を
撮
る
」

ちょっと役立つ

アラカン
写真講座

２
０
１
２
年

８
月
４
日
㈯
三
橋
克
美

（法）

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
真
っ
盛
り

の
8
月
4
日
、「
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
・
カ

ラ
オ
ケ
大
会
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
場
所
は
、
昨
年
と
同
じ
新
宿
歌
舞
伎

町
「
シ
ダ
ッ
ク
ス
」
で
す
。

　

定
刻
の
12
時
に
は
全
員
集
合
と
な
り
、

会
場
の
3
階
の
部
屋
に
向
か
い
ま
し
た
。

今
年
は
参
加
者
が
8
名
と
昨
年
よ
り
少
な

く
、
少
し
寂
し
い
感
じ
も
し
ま
し
た
が
、

逆
に
そ
の
分
歌
え
る
曲
数
が
増
え
る
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
皆

張
り
切
っ
て
席
に
着
き
ま
し
た
。　
　
　

　

早
速
ビ
ー
ル
を
注
文
し
、
山
﨑
会
長
の

発
声
で
乾
杯
。
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
喉
を
潤

し
、
次
々
と
出
さ
れ
る
料
理
を
味
わ
う
内

に
待
ち
き
れ
ず
に
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
に
移

行
し
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
牧
さ
ん
で
、
歌
は

「
す
き
ま
風
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
以
降

そ
れ
ぞ
れ
順
番
に
選
曲
し
ま
し
た
が
、
一

巡
目
だ
け
全
員
の
楽
曲
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
2
番
目
は
私(
三
橋)

で
「
戦
争

を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
」、千
葉
さ
ん
「
お

久
し
ぶ
り
ね
」、
山
﨑
会
長
「
じ
ん
じ
ろ

げ
」、
石
川
さ
ん
「
海
は
恋
し
て
る
」、
高

橋
さ
ん
「
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
」、
中
島

幹
事
長
「
積
み
木
の
部
屋
」、
牧
さ
ん
の

奥
様
「
雨
の
御
堂
筋
」。

　

結
局
、
歌
っ
た
曲
は
全
36
曲
で
一
人
平

均
4
～
5
曲
歌
い
ま
し
た
。
因
み
に
こ
の

日
一
番
古
か
っ
た
曲
は
、
昭
和
35
年
に

藤
島
桓
夫
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
月
の
法

善
寺
横
丁
」、
逆
に
一
番
新
し
か
っ
た
曲

は
、
平
成
8
年
にpuffy

で
大
ヒ
ッ
ト
し

た
「
ア
ジ
ア
の
純
真
」
で
し
た
。
歌
い
進

む
う
ち
に
皆
熱
が
入
り
、
当
初
の
予
定
時

間
を
30
分
延
長
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

残
り
時
間
も
少
な
く
な
っ
た
頃
、「
中

央
大
学
応
援
歌
」
を
皆
で
合
唱
し
、
締
め

は
中
島
幹
事
長
の
「
お
嫁
サ
ン
バ
」
で
ノ

リ
ノ
リ
気
分
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
タ
イ
ム

ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
３
時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
個
性
豊
か
で

持
ち
味
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
聴
い

て
い
て
も
と
て
も
楽
し
く
、
ま
た
、
各
人

が
青
春
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
本

当
に
楽
し
そ
う
に
熱
唱
し
た
こ
と
か
ら
、

大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
歌
の
余
韻
が
残
る
中
、
ま
だ
ま
だ
歌

い
足
り
な
い
人
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
次

回
で
の
再
会
を
約
し
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

真
夏
の
カ
ラ
オ
ケ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　新　

年　

会

　

例
年
ど
お
り
「
Ｓ
ｕ
ｎ
―
ｍ
ｉ
高
松
」

で
行
い
ま
す
。
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
25
年
１
月
26
日
（
土
）

　
　
　

12
：
00
～
14
：
00

場
所　
「
Ｓ
ｕ
ｎ
―
ｍ
ｉ
高
松
」

　
　
　

東
京
都
中
央
区
銀
座
６
―
３
―
９

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
―
５
５
６
８
―
３
３
０
０

会
費　

６
千
円

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

（
福
島
県
）一
泊
旅
行

日
時　

�

平
成
25
年
３
月
９
日
（
土
）
～
10

日
（
日
）

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
や
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

① ストロボを使った雰囲気のない写真

② シャッター速度が遅いブレた写真

③　雰囲気のある良い写真
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錦
糸
町
駅
か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

向
か
っ
て
歩
く
こ
と
10
分
。
本
所
消
防
署

が
見
え
て
き
て
そ
の
隣
が「
本
所
防
災
館
」

だ
。
今
日
は
49
年
白
門
会
の
「
本
所
防
災

館
体
験
ツ
ア
ー
」。
10
時
15
分
に
13
名
が

集
合
。2
組
が
夫
婦
で
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
は
「
防
災
シ
ア
タ
ー
」
で
ビ
デ
オ

を
見
る
。
３
・
11
の
大
震
災
で
何
度
も
見

た
シ
ー
ン
が
出
て
き
た
。
あ
れ
か
ら
1
年

以
上
が
た
っ
て
そ
ろ
そ
ろ
記
憶
か
ら
遠
の

　
「
60
代
、
初
め
て
き
た
が
面
白
い
」
と

言
っ
て
か
ら
既
に
3
年
。「
ア
ン
チ
・
エ

イ
ジ
ン
グ
」
の
広
告
の
多
い
中
「
ウ
イ
ズ
・

エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
い
う
考
え
方
で
年
を
取

る
の
も
悪
く
な
い
。
若
者
の
よ
う
に
機
敏

な
動
作
も
で
き
ず
感
情
の
起
伏
も
緩
や
か

だ
け
ど
、
目
的
地
ま
で
に
は
い
つ
し
か
着

い
て
い
る
。そ
ん
な
年
相
応
な
生
き
方
は
、

耳
も
目
も
悪
く
な
り
落
胆
も
す
る
が
、
感

受
性
と
か
心
の
平
穏
等
は
50
代
よ
り
も
豊

か
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　

週
休
4
日
の
勤
務
体
制
な
の
で
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
に
は
週
に
3
日
間
通
っ
て
い
る
。

無
理
を
せ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
約
2
時
間
の

運
動
を
続
け
て
い
た
ら
、
体
重
が
こ
の
30

年
間
で
一
番
軽
く
な
っ
た
。
血
圧
も
正
常

で
腹
筋
も
付
き
い
つ
の
間
に
か
ア
ン
チ
・

エ
イ
ジ
ン
グ
の
体
型
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
会
報
の
広
報
部
会
が
終
わ
っ
た
後

7
名
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
。
皆
さ
ん
の

選
曲
は
「
１
９
７
０
年
代
の
歌
」
と
い
う

項
目
で
選
ん
で
い
た
。
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ

ン
グ（
？
）の
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
曲
を
歌
っ
た
ら

罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

30
歳
の
時
僕
ら
が
見
た
60
代
の
人
と
、
今

の
30
歳
の
人
が
僕
ら
60
代
を
見
た
時
の
感

じ
っ
て
絶
対
違
う
。
僕
ら
は
ま
だ
若
い
と
見

ら
れ
、僕
ら
自
身
も
若
い
と
自
覚
し
て
い
る
。

あ
と
10
年
は
ウ
イ
ズ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
で
過
ご

し
て
も
大
丈
夫
だ
。　
　
　
（
大
竹　

力
三
）

「
本
所
防
災
館
」体
験
レ
ポ
ー
ト

ウイズ・
エイジング

２
０
１
１
年
度

会
費
納
入
の
お
願
い

第
７
回
49
年
白
門
ゴ
ル
フ
会
２
０
１
２
年

９
月
29
日
㈯

２
０
１
２
年

５
月
26
日
㈯

き
始
め
た
時
に
、
刺
激
に
な
っ
た
。

　

体
験
ツ
ア
ー
の
最
初
は
「
消
火
体
験

コ
ー
ナ
ー
」。
全
員
が
水
を
使
っ
た
消
火

器
で
の
体
験
が
で
き
た
。
ス
ク
リ
ー
ン

に
部
屋
か
ら
出
火
の
模
様
が
映
し
出
さ

れ
る
。「
火
事
だ
ー
っ
」
と
大
声
で
叫
び
、

消
火
器
を
運
び
、
ピ
ン
を
抜
く
、
火
の
根

元
に
ホ
ー
ス
を
向
け
、
レ
バ
ー
を
握
る
。

消
火
器
の
持
ち
方
、
使
い
方
等
、
体
験
し

て
み
る
と
何
だ
こ
ん
な
に
簡
単
な
ん
だ
と

実
感
。

　

次
は
「
暴
風
雨
体
験
コ
ー
ナ
ー
」。
長

靴
に
完
全
防
水
の
カ
ッ
パ
を
着
て
部
屋
に

入
る
。
最
初
は
大
雨
。
カ
ッ
パ
を
通
し
て

体
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
雨
が
痛
い
。
目
も

開
け
て
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
風
速
30

メ
ー
ト
ル
の
風
が
吹
く
。
30
ｍ
の
風
だ
と

物
が
飛
ん
で
き
て
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
と
説

明
さ
れ
、
こ
ん
な
日
は
外
に
出
な
い
こ
と

が
一
番
良
い
と
い
う
知
識
を
学
ん
だ
。

　

３
番
目
が
「
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
」。
煙

が
充
満
し
て
い
る
通
路
を
避
難
口
誘
導
灯

を
頼
り
に
避
難
す
る
体
験
だ
。
姿
勢
を
低

く
し
て
壁
に
手
を
つ
き
な
が
ら
ハ
ン
カ
チ

な
ど
で
口
を
ふ
さ
い
で
進
む
の
が
基
本
だ

と
い
う
。

　

最
後
は
「
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
」。
震
度

７
と
い
う
地
震
の
揺
れ
を
人
工
的
に
起
こ

す
。
見
て
る
だ
け
な
ら
少
し
滑
稽
に
見
え

る
が
、
実
際
体
験
す
る
と
す
ご
い
。
揺
れ

が
来
て
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
潜
る
が
何
も
で

き
な
い
。
揺
れ
は
15
秒
ぐ
ら
い
だ
が
、
気

が
付
い
た
ら
テ
ー
ブ
ル
の
足
に
し
が
み
つ

い
て
い
た
だ
け
。
張
り
ぼ
て
だ
か
ら
良
い

も
の
の
本
物
の
家
具
が
倒
れ
て
き
た
ら
大

事
に
な
る
と
恐
怖
感
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。

　

近
い
将
来
、
東
京
直
下
型
、
東
海
、
東

南
海
、
南
海
地
震
が
確
実
に
や
っ
て
き
ま

す
。
も
し
も
の
時
の
防
災
行
動
力
を
、
楽

し
み
な
が
ら
体
験
・
学
習
で
き
る
体
験
ツ

ア
ー
に
、
み
な
さ
ん
も
是
非
参
加
し
て
地

震
に
自
信
（
？
）
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
広
報
部
）

　

例
年
な
ら
ば
秋
の
気
配
も
感
じ
ら
れ

る
９
月
の
末
、
日
本
列
島
に
向
か
っ
て
二

つ
の
大
型
の
台
風
が
あ
っ
た
。
埼
玉
県

の
飯
能
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

10
番
ホ
ー
ル
に
立
並
ん
だ
ア
ラ
還
戦
士

た
ち
13
人
。
合
戦
の
火
蓋
は
高
木
部
会
長

の
コ
ー
ス
を
熟
知
し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ョ
ッ
ト
で
落
と
さ
れ
た
。
秋
の
空
は
天

高
く
、
台
風
が
間
近
に
息
を
潜
め
て
い
る

な
ど
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
な
か
、
綺
麗
な

秋
の
白
い
雲
が
飯
能
の
山
並
み
に
棚
引

き
、
爽
や
か
な
風
に
導
か
れ
な
が
ら
13
人

は
勝
手
気
ま
ま
に
バ
ラ
バ
ラ
に
そ
れ
ぞ

れ
の
白
球
を
緑
の
大
地
に
置
い
て
散
っ

て
行
っ
た
。

　

午
後
に
は
時
折
黒
い
雲
が
出
て
き
た

り
は
し
た
も
の
の
、
風
も
な
く
穏
や
か
な

天
候
の
中
で
49
年
白
門
会
の
ゴ
ル
フ
大

会
は
激
し
い
戦
い
の
痕
を
残
し
て
幕
を

閉
じ
た
。
成
績
発
表
の
席
上
で
は
遠
路
、

宮
崎
県
か
ら
毎
回
参
加
を
し
て
頂
い
て

い
る
黒
木
さ
ん
か
ら
宮
崎
県
の
名
産
品

で
あ
る
み
や
ざ
き
地
鶏
炭
火
焼
の
お
土

産
を
頂
戴
し
た
。
皆
大
変
恐
縮
を
し
な
が

ら
も
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
逸
品

で
あ
る
。

　

49
年
白
門
会
の
副
会
長
の
山
﨑
司
平

さ
ん
呟
く
に
「
こ
う
し
た
平
ら
な
付
き
合

い
の
出
来
る
同
期
の
会
は
実
に
味
わ
い

深
い
も
の
だ
。
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
ダ
ブ
ル
に

等
し
い
も
の
が
あ
る
。」
こ
ん
な
気
疲
れ

の
し
な
い
ゴ
ル
フ
の
会
に
貴
方
も
参
加

し
て
み
て
は
如
何
か
な
。
高
木
部
会
長
の

長
年
の
願
い
が
5
組
20
人
の
参
加
に
よ

る
49
年
白
門
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
。
来
春
は

4
月
5
日
の
金
曜
日
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。　
　
（
広
報
部
・
小
林
隆
宣
）

●2012年度会費納入のお願い
　49年白門会は会費によって運営されています。2012年度の会費
をまだ未納の方は、納めてくださるようお願いいたします。
　2012年度の活動期間は2012年4月1日～ 2013年3月31日です。
年会費3,000円、入会金1,000円です。
　なお納入方法は、下のいずれかをお選びください。
①郵便振替 （同封の赤い枠の用紙を使えば手数料は49会が負担します。）
	 振替口座番号	「00180-3-196081」
	 口座名称	 「49年白門会」
②銀行振込	（振込手数料が必要です）
　銀行名	 三菱東京UFJ銀行日野市役所支店 普通預金「0569115」
　口座名	 49年白門会　代表　山﨑厚太

●49年白門会事務局
＊�住所変更、新規会員紹介の御連絡、会報への御意見などをお寄せく
ださい。　　　　　　　　　　

49年白門会幹事長　中島章夫
　192-0393 東京都八王子市東中野742-1
　中央大学　映像言語メディアラボ事務室　
　Tel   042-674-2750　Fax   042-674-2753
　E-mail   akio@tamajs.chuo-u.ac.jp

※メールアドレスの登録・変更は
　hakumon49@gakuinkai.comにご連絡ください。


